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芥
川
龍
之
介
『
奇
怪
な
再
会
』
は
、
大
正
十
年
一
月
五
日
か
ら
二
月

一
日
ま
で
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
夕
刊
に
連
載
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
は
、

吉
田
精
一
が
、
「
こ
れ
は
題
材
か
ら
云
っ
て
、
鵡
外
の
「
鼠
坂
」
と
鏡

花
の
「
三
尺
角
」
と
を
思
わ
せ
る
。
或
は
こ
の
二
編
か
ら
の
暗
示
を
認

め
る
と
断
言
し
て
も
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
」
ー
と
評
し
た
の
を
は
じ

め
と
し
、
鏡
花
作
品
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
は
鏡
花
研
究
と
い
う
立
場
か
ら
は
周
知
の
こ
と
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
(
2
)
0

と
こ
ろ
が
芥
川
研
究
の
立
場
か
ら
『
奇
怪
な
再
会
』
を
取
り
上
げ
た

場
合
、
様
相
は
や
や
異
な
る
。
鏡
花
の
影
響
よ
り
も
む
し
ろ
、
「
勿
論

だ
れ
で
も
直
ち
に
気
付
く
よ
う
に
、
こ
の
「
東
京
中
が
森
に
な
る
」
云

々
は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
「
マ
ク
ベ
ス
」
の
主
要
な
モ
チ
ー
フ
か
ら

の
借
用
／
剰
窃
で
あ
る
」
(
3
)

と
論
じ
ら
れ
て
い
た
り
、
『
芥
川
龍
之
介

全
集
』
第
七
巻
（
平
成
八
年
五
月
、
岩
波
書
店
）
の
注
解
に
先
述
の
吉

は
じ
め
に

田
精
一
の
論
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
な
が
ら
、
「
再
評
価
あ
る

い
は
再
検
討
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
作
品
で

あ
る
と
言
い
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
(
4
)

と
い
う
論
考
が
提
出
さ

れ
た
り
し
て
い
る
。
『
奇
怪
な
再
会
』
の
評
価
の
中
で
は
、
鏡
花
の
影

響
と
は
別
の
視
点
の
方
が
、
重
要
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
『
奇
怪
な
再
会
』
に
お
け
る
、
鏡
花
か
ら
芥
川
へ
の
影
響

は
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
影
響
関
係
の
指
摘
は
、

そ
れ
が
肯
定
的
な
も
の
で
あ
れ
、
批
判
的
な
も
の
で
あ
れ
、
予
言
め
い

た
言
葉
の
現
実
化
に
あ
る
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
。

0

「
淮
桑
の
変
と
云
ふ
事
も
あ
る
。
こ
の
東
京
が
森
や
林
に
で
も
な

っ
た
ら
、
御
遇
ひ
に
な
れ
ぬ
事
も
あ
り
ま
す
ま
い
。
ー
と
ま
づ
、

卦
に
は
な
、
卦
に
は
ち
ゃ
ん
と
出
て
ゐ
ま
す
。
」
（
『
奇
怪
な
再
会
』
、

四）

•
そ
こ
で
牧
野
は
相
手
の
後
へ
、
忍
び
足
に
そ
つ
と
近
よ
っ
て
見
た
。

す
る
と
お
蓮
は
嬉
し
さ
う
に
、
何
度
も
か
う
云
ふ
独
り
語
を
呟
い

て
ゐ
た
と
云
ふ
ぢ
や
な
い
か
？
！
『
森
に
な
っ
た
ん
だ
ね
え
。

芥
川
作
品
の
中
の
〈
鏡
花
〉

『
奇
怪
な
再
会
』
を
中
心
と
し
て

西
尾

元
伸
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と
う
と
う
東
京
も
森
に
な
っ
た
ん
だ
ね
え
。
』
…
…
…
…
…
…
…

…
」
（
同
、
十
六
）

『
奇
怪
な
再
会
』
に
お
い
て
は
、
辻
占
の
予
言
の
通
り
、
お
蓮
に
東

京
が
森
に
な
っ
た
光
景
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
『
三
尺
角
』
（
明
治
三
十

二
年
一
月
）
に
お
い
て
も
、
手
紙
に
書
い
て
あ
っ
た
通
り
の
材
木
に
枝

葉
が
さ
か
え
る
光
景
を
、
与
吉
が
目
の
当
た
り
に
す
る
。

0

「
ね
え
、
ね
え
、
お
聞
き
よ
、
あ
れ
、
柳
ち
ゃ
ん
ー
柳
ち
ゃ
ん

ー
し
つ
か
り
お
し
。
お
手
紙
に
も
、
そ
こ
ら
の
材
木
に
枝
葉
が

さ
か
え
る
や
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
夫
婦
に
成
つ
て
遣
る
ツ
て

書
い
て
あ
る
ぢ
や
あ
な
い
か
。
（
『
三
尺
角
』
、
十
）

0

「
大
変
だ
、
大
変
だ
、
材
木
が
化
け
た
ん
だ
ぜ
、
小
屋
の
材
木
に

葉
が
茂
つ
た
、
大
変
だ
、
枝
が
出
来
た
。
」

と
普
請
小
屋
、
材
木
納
屋
の
前
で
叫
び
足
ら
ず
、
与
吉
は
狂
気
の

如
く
大
声
で
、
此
家
の
前
を
も
呼
は
つ
て
歩
行
い
た
の
で
あ
る
。

「
ね
、
ね
、
柳
ち
ゃ
ん
—
|
柳
ち
ゃ
ん
|
|
」

う
つ
と
り
と
、
目
を
開
い
て
、
ハ
ヤ
色
の
褪
せ
た
唇
に
微
笑
む
で

頷
い
た
。
人
に
血
を
吸
は
れ
た
あ
は
れ
な
者
の
、
将
に
死
な
ん
と

す
る
耳
に
、
与
吉
は
福
音
を
伝
へ
た
の
で
あ
る
、
こ
の
与
吉
の
や

う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
、
実
際
ま
た
慈
る
福
音
は
伝
へ
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
ら
う
。
（
同
、
十
）

先
述
の
通
り
、
『
奇
怪
な
再
会
』
に
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
影
響
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
作
品
の
成
立
に
影
響
を
与
え
る
も
の
は
一
っ
と
は

限
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
作
品
が
多
方
面
か
ら
の
影
響
の
下
に
成
立
す
る

-
．
春
陽
堂
『
鏡
花
集
』
か
ら
の
摂
取

_
『
奇
怪
な
再
会
』
と
『
妙
な
話
』

こ
と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
但
し
、
こ
の
よ
う
に
比
較
す
る

な
ら
ば
、
確
か
に
二
つ
の
作
品
は
、
吉
田
精
一
が
述
べ
て
い
た
よ
う
に

同
じ
よ
う
な
趣
向
を
持
っ
て
い
る
作
品
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
、
鏡
花
『
三
尺
角
』

の
芥
川
『
奇
怪
な
再
会
』
へ
の
影
響
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
こ
と
か
ら

は
じ
め
た
い
。
芥
川
作
品
に
お
い
て
、
〈
鏡
花
〉
は
一
作
品
『
奇
怪
な

再
会
』
だ
け
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
論
は
他
作
品

に
お
け
る
〈
鏡
花
〉
の
影
に
も
視
野
を
広
げ
、
芥
川
の
鏡
花
受
容
の
み

な
ら
ず
、
芥
川
の
〈
鏡
花
〉
へ
の
距
離
ま
で
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。

で
は
、
『
奇
怪
な
再
会
』
に
み
ら
れ
る
『
三
尺
角
』
と
の
共
通
点
は
、

東
京
が
森
に
な
る
予
言
の
実
現
と
い
う
一
点
の
み
だ
ろ
う
か
。
仮
に
そ

う
だ
と
す
れ
ば
、
着
想
を
得
た
に
過
ぎ
な
い
、
作
品
の
読
解
に
は
深
く

関
わ
ら
な
い
問
題
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
、

『
奇
怪
な
再
会
』
と
『
三
尺
角
』
の
場
合
に
は
、
そ
れ
に
留
ま
ら
な
い
。

両
作
品
に
は
、
「
再
会
」
と
い
う
主
要
な
モ
チ
ー
フ
ま
で
が
共
通
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

鏡
花
『
三
尺
角
』
に
は
、
そ
の
続
編
で
あ
る
『
三
尺
角
拾
遺
』
（
明

治
三
十
四
年
六
月
）
が
あ
る
。
芥
川
『
奇
怪
な
再
会
』
の
成
立
を
考
え

る
際
に
は
、
こ
の
一
尺
角
拾
遺
』
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
だ
と
思
わ
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も
の
を
い
は
な
か
っ
た
。

（同）

れ
る
。
『
三
尺
角
拾
遺
』
に
は
、
『
三
尺
角
』
に
は
描
か
れ
な
か
っ
た
、

お
柳
と
工
学
士
の
「
再
会
」
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
『
奇
怪
な
再
会
』
と
『
三
尺
角
拾
遺
』
、
双
方
の
「
再
会
」

の
場
面
を
比
較
し
て
み
る
。
ま
ず
『
奇
怪
な
再
会
』
を
引
用
す
る
。

0

ー
ー
す
べ
て
が
金
に
違
ひ
な
か
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
彼
は
お
蓮
を

見
る
と
、
や
は
り
煙
管
を
卿
へ
た
儘
、
昔
の
通
り
涼
し
い
眼
に
、

ち
ら
り
と
微
笑
を
浮
べ
た
で
は
な
い
か
？

「
御
覧
。
東
京
は
も
う
あ
の
通
り
、
何
処
を
見
て
も
森
ば
か
り

だ
よ
。
」
成
程
二
階
の
亜
字
欄
の
外
に
は
、
見
慣
な
い
樹
木
が
枝
を
張
つ

た
上
に
、
刺
繍
の
模
様
に
あ
り
さ
う
な
鳥
が
、
何
羽
も
気
軽
さ
う

に
囀
つ
て
ゐ
る
‘
|
—
そ
ん
な
気
色
を
眺
め
な
が
ら
、
お
蓮
は
懐

し
い
金
の
側
に
、
一
夜
中
悦
惚
と
坐
つ
て
ゐ
た
。
…
…
…
…
…
(
+

七）

次
は
『
三
尺
角
拾
遺
』
の
引
用
で
あ
る
。

0

お
柳
は
暗
夜
の
中
に
惜
然
と
立
つ
て
、
池
に
臨
む
で
、
其
の
肩

を
並
べ
た
の
で
あ
る
。
工
学
士
は
、
井
桁
に
組
ん
だ
材
木
の
下
な

る
端
へ
、
窮
屈
に
腰
を
懸
け
た
が
、
口
元
に
近
々
と
吸
つ
た
巻
煙

草
が
燃
え
て
、
其
若
々
し
い
横
顔
と
帽
子
の
鍔
広
な
裏
と
を
照
ら

し
た
。
（
『
三
尺
角
拾
遺
』
）

0

「
何
と
も
あ
り
は
し
ま
せ
ん
か
、
又
ぶ
り
返
す
と
不
可
ま
せ
ん
わ
、

金
さ
ん
。
」

其
で
も
、

0

「
あ
れ
、
情
が
強
い
ね
え
、
さ
あ
、
え
A

、
ま
、
痩
せ
て
る
癖
に
。
」

と
向
う
へ
突
い
た
、
男
の
身
が
浮
い
た
下
へ
、
片
袖
を
敷
か
せ
る

と
、
ま
く
れ
た
白
い
腕
を
、
膝
に
鎚
つ
て
、
お
柳
は
吻
と
呼
吸
゜

男
は
ぢ
つ
と
し
て
動
か
ず
、
二
人
と
も
し
ば
ら
く
黙
然
。
（
同
）

男
の
名
が
と
も
に
「
金
」
で
あ
る
こ
と
は
偶
然
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
「
再
会
」
の
場
面
は
寄
り
添
う
男
女

を
記
し
て
お
り
•
そ
の
構
図
が
よ
く
似
て
い
る
。
芥
川
の
摂
取
は
、
『
三

尺
角
』
『
三
尺
角
拾
遺
』
の
連
作
か
ら
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
三
尺
角
拾
遺
』
は
、
は
じ
め
『
木
精
』
と
し
て
発
表
さ
れ
、
改
題

を
経
て
、
春
陽
堂
『
鏡
花
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
、
春
陽

堂
『
鏡
花
集
』
の
収
録
作
品
を
挙
げ
て
お
く
。

『
鏡
花
集
第
一
巻
』
（
明
治
四
十
三
年
一
月
）

予
備
兵
、
義
血
侠
血
、
凱
旋
祭
、
ね
む
り
看
守
、
辰
巳
巷
談
、

う
し
ろ
髪
、
三
尺
角
、
三
尺
角
拾
追
、
湖
の
ほ
と
り
、
絵
日
傘
、

慈
飾
砂
子
、
水
鶏
の
里
、
湯
女
の
魂
、
伊
勢
之
巻
、
袖
屏
風
、

二
世
の
契

『
鏡
花
集
第
二
巻
』
（
明
治
四
十
三
年
五
月
）

註
文
帖
、
わ
か
紫
、
紅
雪
録
、
胡
蝶
の
曲
、
環
略
品
、
高
野
聖
、

誓
之
巻
、
清
心
庵

『
鏡
花
集
第
三
巻
』
（
明
治
四
十
三
年
八
月
）

縁
結
び
、
海
異
記
、
女
仙
前
記
、
き
ぬ
／
＼
川
、
七
本
桜
、
雌

蝶
、
春
昼
、
春
昼
後
刻
、
尼
ケ
紅
、
沼
夫
人
、
七
草
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『
鏡
花
集
第
四
巻
』
（
大
正
二
年
一
月
）

取
舵
、
錦
帯
記
、
照
葉
狂
言
、
五
の
君
、
黒
百
合
、
吉
原
新
話
、

楊
柳
歌

『
鏡
花
集
第
五
巻
』
（
大
正
七
年
九
月
）

〔
『
鏡
花
双
紙
』
（
大
正
五
年
一
月
）
改
題
本
〕

月
下
園
、
三
枚
続
、
さ
A

蟹
、
鐘
声
夜
半
録
、
波
か
し
ら
、
親

子
そ
ば
三
人
客
、
柳
小
島
、
風
流
蝶
花
形
、
草
迷
宮
、
笈
摺
草

紙
、
髭
題
目
、
薬
草
取
、
千
鳥
川
、
鶴
の
姿

芥
川
は
『
妙
な
話
』
（
大
正
十
年
一
月
）
と
い
う
作
品
の
中
で
、
作

中
人
物
に
明
ら
か
に
「
鏡
花
」
に
言
及
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
、
こ
の
時
期
に
芥
川
は
春
陽
堂
『
鏡
花
集
』
に
接
し
、
鏡
花
作
品
か

ら
摂
取
を
試
み
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
ず
は
、
『
妙

な
話
』
の
該
当
箇
所
を
確
認
す
る
。

0

し
か
し
彼
是
一
月
ば
か
り
す
る
と
、
あ
い
つ
の
赤
帽
を
怖
が
る

の
も
、
大
分
下
火
に
な
っ
て
来
た
。
「
姉
さ
ん
。
何
と
か
云
ふ
鏡

花
の
小
説
に
、
猫
の
や
う
な
顔
を
し
た
赤
帽
の
出
る
の
が
あ
っ
た

で
せ
う
。
私
が
妙
な
目
に
遭
つ
た
の
は
、
あ
れ
を
読
ん
で
ゐ
た
せ

ゐ
か
も
知
れ
な
い
わ
ね
。
」
ー
~
千
枝
子
は
そ
の
頃
僕
の
妻
に
、
そ

ん
な
事
も
笑
っ
て
云
つ
た
さ
う
だ
。
所
が
三
月
の
幾
日
だ
か
に
は
、

も
う
一
度
赤
帽
に
骨
か
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
夫
が
帰
っ
て
来
る
ま

で
、
千
枝
子
は
ど
ん
な
用
が
あ
っ
て
も
、
決
し
て
停
車
場
へ
は
行

っ
た
事
が
な
い
。
君
が
朝
鮮
へ
立
つ
時
に
も
、
あ
い
つ
が
見
送
り

に
来
な
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
赤
帽
が
怖
か
っ
た
の
だ
さ
う
だ
。

（
『
妙
な
話
』
）

こ
の
『
妙
な
話
』
に
登
場
す
る
「
鏡
花
の
小
説
」
と
は
、
鏡
花
『
紅

雪
録
』
（
明
治
三
十
七
年
三
月
）
、
『
続
紅
雪
録
』
（
明
治
三
十
七
年
四
月
）

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
二
篇
は
、
春
陽
堂
『
鏡
花
集
』
第
二
巻

に
、
『
紅
雪
録
』
一
編
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
収
録
さ
れ
た
。

次
に
挙
げ
る
の
は
、
鏡
花
『
紅
雪
録
』
の
中
で
、
『
妙
な
話
』
の
千

枝
子
に
「
猫
の
や
う
な
顔
を
し
た
」
と
言
わ
れ
て
い
た
「
赤
帽
」
に
関

わ
る
箇
所
で
あ
る
。

0

時
に
彼
の
少
き
旅
客
は
、
低
し
、
と
い
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
そ
れ

よ
り
は
発
し
得
な
い
や
う
な
沈
ん
だ
調
子
で
、
「
君
、
君
、
」
と
ニ

声
呼
ん
だ
。
赤
帽
は
旧
の
如
く
腕
を
供
い
て
壁
に
描
か
れ
た
姿
で

突
立
つ
て
、
稽
頭
を
下
げ
て
居
た
、
離
れ
た
も
の
に
は
居
睡
を
す

る
と
見
え
よ
う
。
但
突
出
で
た
廂
の
下
に
、
黄
色
を
帯
び
た
一
双

の
目
は
、
怪
し
き
星
の
光
を
帯
び
て
、
円
ら
か
に
開
い
て
居
た
の

芍
、
重
い
口
な
が
ら
速
に
応
じ
た
。
（
『
紅
雪
録
』
、
七
）

〇
揺
ぐ
わ
、
揺
ぐ
わ
、
傍
の
窓
掛
、
凸
に
片
目
を
出
し
て
、
ぎ
ろ

り
と
様
子
を
伺
ふ
者
あ
り
。

赤
帽
が
ぬ
ツ
と
出
た
。

渠
は
酔
へ
る
時
よ
り
は
、
な
ほ
面
赤
く
、
茶
褐
色
の
薄
髯
の
中

に
微
笑
を
浮
べ
て
、

「
旦
那
、
殺
り
ま
し
た
ぜ
、
旦
那
。
は
A

は
A

、
此
の
通
り
だ
。
」

と
い
つ
て
、
綾
子
が
玉
を
伸
べ
た
項
の
中
央
、
疵
口
を
、
赤
帽

は
手
に
取
っ
て
、
明
晃
た
る
鋭
き
小
刀
の
背
で
叩
い
た
。
（
『
続
紅
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雪
録
』
、
十
五
）

こ
こ
に
挙
げ
た
よ
う
な
、
赤
帽
の
目
の
「
光
」
、
「
ぎ
ろ
り
と
様
子
を

伺
ふ
」
仕
草
な
ど
が
、
千
枝
子
に
猫
の
よ
う
な
顔
つ
き
を
想
像
さ
せ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
赤
帽
は
、
青
年
千
之
助
を
邸
内
に
連
れ

込
み
弄
ぶ
夫
人
の
話
を
聞
か
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
夫
人
を
殺
害
す
る
。

そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
理
由
を
説
明
す
る
。

〇
此
の
婦
人
は
、
私
が
兄
貴
の
敵
で
す
よ
。

こ
り
や
ね
、
前
に
兄
貴
の
婿
々
だ
っ
た
で
さ
。
兄
貴
は
、
商
人

の
癖
に
、
本
人
望
と
い
ふ
で
、
此
の
阿
廃
久
し
い
間
、
東
京
へ
や

っ
て
、
豪
い
学
者
に
仕
立
て
た
で
す
よ
、
馬
鹿
野
郎
、
蝦
茶
を
緋

の
袴
ほ
ど
に
難
有
が
っ
た
で
、
自
分
で
一
っ
学
校
を
立
て
る
な
ん

の
と
い
ふ
口
に
乗
っ
て
、
恐
し
く
金
子
を
注
ぎ
込
ん
だ
も
ん
で
が

す
。
何
、
皆
浮
気
に
使
っ
た
の
は
私
が
知
っ
て
ま
さ
、
其
の
ね
、

私
さ
へ
、
一
寸
口
説
い
た
く
ら
ゐ
な
奴
だ
。

現
在
弟
に
不
義
を
し
か
け
る
、
そ
ん
な
も
の
に
、
何
の
未
練
を
、

私
が
証
拠
だ
、
打
棄
れ
、
と
言
っ
た
け
れ
ど
、
へ
な
ち
よ
こ
め
、

其
癖
紫
川
や
長
者
町
に
は
、
向
う
か
ら
落
ツ
こ
ち
る
奴
も
あ
っ
た

で
す
が
、
因
果
だ
ね
。
（
『
続
紅
雪
録
』
、
十
五
）

つ
ま
り
、
兄
の
妻
で
あ
っ
た
夫
人
の
不
義
へ
の
復
讐
と
し
て
、
赤
帽

は
夫
人
を
殺
害
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

『
妙
な
話
』
の
「
私
」
は
千
枝
子
と
の
密
会
の
約
束
が
果
た
さ
れ
な

か
っ
た
と
漏
ら
し
て
、
友
人
の
妹
で
あ
り
出
征
中
の
軍
人
の
妻
で
あ
る

千
枝
子
と
、
不
義
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
暗
に
ほ
の
め
か
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
友
人
の
話
か
ら
、
そ
の
密
会
の
日
に
出
会
っ
た
赤
帽

を
千
枝
子
は
怖
れ
て
い
た
と
知
っ
た
の
で
あ
る
。

〇
私
は
カ
ッ
フ
エ
の
外
へ
出
る
と
、
思
は
ず
長
い
息
を
吐
い
た
。

そ
れ
は
恰
度
三
年
以
前
、
千
枝
子
が
二
度
ま
で
も
私
と
、
中
央
停

車
場
に
落
ち
合
ふ
べ
き
密
会
の
約
を
破
っ
た
上
、
永
久
に
貞
淑
な

妻
で
あ
り
た
い
と
云
ふ
、
簡
単
な
手
紙
を
よ
こ
し
た
訳
が
、
今
夜

始
め
て
わ
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
…
…
…
（
『
妙
な
話
』
）

千
枝
子
が
赤
帽
を
怖
れ
る
理
由
の
―
つ
を
、
不
義
の
妻
が
断
罪
さ
れ

る
と
い
う
『
紅
雪
録
』
内
の
事
件
が
負
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

密
会
の
日
に
出
会
っ
た
赤
帽
か
ら
「
鏡
花
の
小
説
」
を
想
起
し
、
怖
れ

を
抱
い
た
千
枝
子
が
、
「
永
久
に
貞
淑
な
妻
で
あ
り
た
い
」
と
い
う
手

紙
を
書
く
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ほ
ぼ
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
『
妙
な
話
』
に
お
い
て
、
芥
川
は
鏡
花

の
『
紅
雪
録
』
を
作
中
に
取
り
込
ん
で
み
せ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

『
奇
怪
な
再
会
』
は
、
『
妙
な
話
』
と
同
様
に
春
陽
堂
『
鏡
花
集
』
内

の
鏡
花
作
品
に
接
近
を
試
み
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
繰

り
返
し
に
な
る
が
、
鏡
花
『
木
精
』
が
『
三
尺
角
拾
遺
』
と
改
題
さ
れ

た
の
は
、
春
陽
堂
『
鏡
花
集
』
第
一
巻
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

『
奇
怪
な
再
会
』
に
お
け
る
、
鏡
花
『
三
尺
角
』
『
三
尺
角
拾
遺
』

二
．
「
再
会
」
の
あ
り
方

|
『
奇
怪
な
再
会
』
と
『
三
尺
角
拾
遺
』
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か
ら
の
摂
取
は
「
再
会
」
の
場
面
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。
し
か
し
、
そ
の
「
再
会
」
は
、
実
は
人
物
の
構
図
を
取
り
込
も

う
と
し
た
だ
け
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
こ
と
を
よ

り
詳
細
に
検
討
す
る
。

『
奇
怪
な
再
会
』
に
は
、
「
藪
や
林
」
が
反
復
し
て
登
場
す
る
。

0

雨
が
降
つ
て
も
、
風
が
吹
い
て
も
、
川
一
っ
隔
て
た
藪
や
林
は
、

心
細
い
響
を
立
て
易
か
っ
た
。
お
蓮
は
酒
臭
い
夜
着
の
襟
に
、
冷

た
い
頬
を
埋
め
な
が
ら
、
ぢ
つ
と
そ
の
響
に
聞
き
入
っ
て
ゐ
た
。

か
う
し
て
ゐ
る
内
に
彼
女
の
眼
に
は
、
何
時
か
涙
が
一
ぱ
い
に
漂

つ
て
来
る
事
が
あ
っ
た
。
し
か
し
ふ
だ
ん
は
重
苦
し
い
眠
が
、

|
ー
そ
れ
自
身
悪
夢
の
や
う
な
眠
が
、
間
も
な
く
彼
女
の
心
の
上

へ
、
昏
々
と
下
つ
て
来
る
の
だ
っ
た
。
…
…
…
…
…
…
(
-
)

0

雨
は
彼
等
が
床
へ
は
い
つ
て
か
ら
、
霙
の
音
に
変
り
出
し
た
。

お
蓮
は
牧
野
が
寝
入
っ
た
後
、
何
故
か
何
時
ま
で
も
眠
ら
れ
な
か

っ
た
。
彼
女
の
冴
え
た
眼
の
底
に
は
、
見
た
事
の
な
い
牧
野
の
妻

が
、
い
ろ
い
ろ
な
姿
を
浮
べ
た
り
し
た
。
が
、
彼
女
は
同
情
は
勿

論
、
憎
悪
も
嫉
妬
も
感
じ
な
か
っ
た
。
唯
そ
の
想
像
に
伴
ふ
の
は
、

多
少
の
好
奇
心
ば
か
り
だ
っ
た
。
ど
う
云
ふ
夫
婦
喧
嘩
を
す
る
の

か
し
ら
゜
ー
お
蓮
は
戸
の
外
の
藪
や
林
が
、
霙
に
ざ
わ
め
く
の

を
気
に
し
な
が
ら
、
真
面
目
に
そ
ん
な
事
も
考
へ
て
見
た
。
（
二
）

こ
こ
に
は
ま
ず
、
お
蓮
が
眠
れ
な
い
時
に
、
「
藪
や
林
」
に
意
識
を

や
り
つ
つ
、
や
が
て
「
悪
夢
の
や
う
な
眠
」
に
つ
く
と
い
う
構
図
が
見

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
「
愴
桑
の
変
と
云
ふ
事
も
あ
る
。
こ
の
東

京
が
森
や
林
に
で
も
な
っ
た
ら
、
御
遇
ひ
に
な
れ
ぬ
事
も
あ
り
ま
す
ま

い
。
（
四
）
」
と
い
う
予
言
め
い
た
言
葉
を
経
て
、
「
藪
」
や
「
林
」
を

見
る
夢
の
中
で
、
金
を
思
い
続
け
る
よ
う
に
な
る
。

R
そ
れ
は
彼
女
が
た
っ
た
一
人
、
暗
い
藪
だ
か
林
だ
か
の
中
を
歩

き
廻
つ
て
ゐ
る
夢
だ
っ
た
。
彼
女
は
細
い
路
を
辿
り
な
が
ら
、
「
匂

う
と
う
私
の
念
力
が
届
い
た
。
東
京
は
も
う
見
渡
す
限
り
、
人
気

の
な
い
森
に
変
つ
て
ゐ
る
。
き
っ
と
今
に
金
さ
ん
に
も
、
遇
ふ
事

が
出
来
る
の
に
違
ひ
な
い
。
」
—
ー
そ
ん
な
事
を
思
ひ
続
け
て
ゐ
た
。

（八）

こ
の
中
に
見
ら
れ
る
「
た
う
と
う
私
の
念
力
が
届
い
た
」
に
も
ま
た
、

『
三
尺
角
拾
遺
』
の
以
下
の
箇
所
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
。

0

「
断
め
の
つ
く
や
う
に
、
断
め
さ
し
て
下
さ
い
ツ
て
、
お
願
ひ
申

し
た
、
あ
の
、
お
返
事
を
、
夜
の
目
も
寝
な
い
で
待
ツ
て
ま
す
と
、

前
刻
下
す
っ
た
の
が
、
あ
れ
…
…
ね
。

深
川
の
此
の
木
場
の
材
木
に
葉
が
繁
つ
た
ら
、
夫
婦
に
な
っ
て

遣
る
ツ
て
お
つ
し
や
っ
た
の
ね
。
何
う
し
た
っ
て
出
来
さ
う
も
な

い
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
私
の
念
が
届
い
た
ん
で
す
よ
。
あ
な
た
、

こ
ん
な
に
思
ふ
も
の
、
其
位
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
よ
。
」

や
が
て
、
そ
の
よ
う
な
「
念
」
は
夢
の
中
に
収
ま
り
き
ら
ず
、
お
連

の
正
気
を
奪
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
牧
野
の
妻
滝
が
「
い
え
、
御
願
ひ

と
申
し
ま
し
た
所
が
、
大
し
た
事
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
‘
|
ー
実
は

近
々
に
東
京
中
が
、
森
に
な
る
さ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
節
は

ど
う
か
牧
野
同
様
、
私
も
御
宅
へ
御
置
き
下
さ
い
ま
し
。
御
願
ひ
と
云
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ふ
の
は
こ
れ
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
(
+
二
）
」
な
ど
と
言
っ
た
言
葉
を

聞
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
雇
婆
さ
ん
に
よ
れ
ば
こ
の
牧
野
の
妻
の
言
葉

は
「
悪
態
(
+
三
）
」
で
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
牧
野
の
妻
に
対

し
て
「
可
哀
さ
う
に
あ
の
人
は
、
気
が
少
し
変
な
ん
だ
よ
。
(
+
三
）
」

と
言
う
お
蓮
だ
が
、
こ
の
と
き
、
む
し
ろ
狂
気
を
疑
わ
れ
る
の
は
お
蓮

自
身
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
狂
気
の
延
長
線
上
に
、
金
と
の
「
再
会
」
を
位
置
づ
け
る

か
の
よ
う
な
事
実
も
あ
っ
た
。

〇
又
或
時
は
ふ
と
眼
が
さ
め
る
と
、
彼
女
と
一
っ
床
の
中
に
、
ゐ

な
い
筈
の
男
が
眠
つ
て
ゐ
た
。
迫
っ
た
額
、
長
い
睫
毛
‘
|
ー
す

べ
て
が
夜
半
の
ラ
ン
プ
の
光
に
、
寸
分
も
以
前
と
変
ら
な
か
っ
た
。

左
の
眼
尻
に
黒
子
が
あ
っ
た
が
、
ー
—
そ
ん
な
事
さ
へ
検
べ
て
見

て
も
、
や
は
り
確
に
男
だ
っ
た
。
お
蓮
は
不
思
議
に
思
ふ
よ
り
は
、

嬉
し
さ
に
心
を
躍
ら
せ
な
が
ら
、
そ
の
儘
体
も
消
え
入
る
や
う
に
、

男
の
頸
へ
す
が
り
つ
い
た
。
し
か
し
眠
を
破
ら
れ
た
男
が
、
う
る

さ
さ
う
に
何
か
呟
い
た
声
は
、
意
外
に
も
牧
野
に
違
ひ
な
か
っ
た
。

の
み
な
ら
ず
お
蓮
は
そ
の
刹
那
に
、
実
際
酒
臭
い
牧
野
の
頸
へ
、

し
つ
か
り
両
手
を
か
ら
ん
で
ゐ
る
彼
女
自
身
を
見
出
し
た
の
だ
っ

た
。
(
+
-
)

お
蓮
と
金
と
の
「
再
会
」
は
、
こ
う
し
て
牧
野
を
金
と
見
間
違
え
た

と
き
の
よ
う
に
、
お
蓮
が
再
び
そ
こ
に
な
い
金
の
姿
を
見
出
し
た
も
の

で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

ふ
と
頭
を
擾
げ
た
お
蓮
は
、
も
う
一
度
驚
き
の
声
を
洩
ら
し
た
。

゜

見
る
と
小
犬
の
ゐ
た
所
に
は
、
横
に
な
っ
た
支
那
人
が
一
人
、
四

角
な
枕
へ
肘
を
の
せ
な
が
ら
、
悠
々
と
鶉
片
を
燻
ら
せ
て
ゐ
る
！

迫
っ
た
額
、
長
い
睫
毛
、
そ
れ
か
ら
左
の
目
尻
の
黒
子
o
|
ー
す

べ
て
が
金
に
違
ひ
な
か
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
彼
は
お
蓮
を
見
る
と
、

や
は
り
煙
管
を
廟
へ
た
儘
、
昔
の
通
り
涼
し
い
眼
に
、
ち
ら
り
と

微
笑
を
浮
べ
た
で
は
な
い
か
？
（
十
七
）

「
再
会
」
し
た
金
の
姿
は
、
「
迫
っ
た
額
、
長
い
睫
毛
、
そ
れ
か
ら

左
の
目
尻
の
黒
子
」
と
、
先
の
引
用
と
同
じ
よ
う
に
形
容
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
金
が
「
煙
管
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
し

て
お
き
た
い
。
こ
の
「
煙
管
」
は
、
牧
野
の
「
巻
煙
草
」
と
対
照
的
に

用
い
ら
れ
た
小
道
具
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
に
挙
げ
る

よ
う
に
、
牧
野
は
「
巻
煙
草
」
や
「
葉
巻
」
を
常
用
し
て
い
た
。

0

高
座
に
は
明
い
吊
ラ
ン
プ
の
下
に
、
白
い
鉢
巻
を
し
た
男
が
、

長
い
抜
き
身
を
振
り
ま
は
し
て
ゐ
た
。
さ
う
し
て
楽
屋
か
ら
は
朗

々
と
、
「
踏
み
破
る
千
山
万
岳
の
煙
」
と
か
云
ふ
、
詩
を
う
た
ふ

声
が
起
つ
て
ゐ
た
。
お
蓮
に
は
そ
の
剣
舞
は
勿
論
、
詩
吟
も
退
屈

な
ば
か
り
だ
っ
た
。
が
、
牧
野
は
巻
煙
草
へ
火
を
つ
け
な
が
ら
、

面
白
さ
う
に
そ
れ
を
眺
め
て
ゐ
た
。
（
七
）

〇
寄
席
が
は
ね
た
の
は
十
時
だ
っ
た
。
二
人
は
肩
を
並
べ
な
が
ら
、

し
ま
う
た
家
ば
か
り
続
い
て
ゐ
る
、
人
気
の
な
い
町
を
歩
い
て
来

た
。
町
の
上
に
は
半
輪
の
月
が
、
霜
の
下
り
た
家
々
の
屋
根
へ
、

寒
い
光
を
流
し
て
ゐ
た
。
牧
野
は
そ
の
光
の
中
へ
、
時
々
巻
煙
草

の
煙
を
吹
い
て
は
、
さ
つ
き
の
剣
舞
で
も
頭
に
あ
る
の
か
、
「
鞭
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「
煙
管
」
と
見
え
た
の
は
、
幻
想
的
な
「
再
会
」
が

な
ぞ
と
、

古
臭
い
詩
の
句
を
微
吟
し
た
り

何
処
か
手
広

声
粛
々
夜
河
を
渡
る
」

し
た
。
（
七
）

0

「
そ
う
す
り
や
此
処
に
ゐ
な
く
と
も
好
い
か
ら
、

い
家
へ
引
つ
越
さ
う
ぢ
や
な
い
か
？
」

牧
野
は
さ
も
疲
れ
た
や
う
に
、
火
鉢
の
前
へ
寝
こ
ろ
ん
だ
儘
、

田
宮
が
土
産
に
持
つ
て
来
た
マ
ニ
ラ
の
葉
巻
を
吹
か
し
て
ゐ
た
。

（九）

0

七
草
の
夜
、
牧
野
が
妾
宅
へ
や
っ
て
来
る
と
、
お
蓮
は
早
速
彼

の
妻
が
、
訪
ね
て
来
た
い
き
さ
つ
を
話
し
て
聞
か
せ
た
。
が
、
劉

野
は
案
外
平
然
と
、
彼
女
に
耳
を
借
し
た
儘
、
マ
ニ
ラ
の
葉
巻
き

ば
か
り
燻
ら
せ
て
ゐ
た
。
(
+
三
）

こ
う
し
た
対
照
に
も
ま
た
、
『
三
尺
角
拾
遺
』
の
影
を
見
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
『
三
尺
角
拾
遺
』
に
は
、
工
学
士
・
金
さ
ん
の
用
い
て
い

る
「
巻
煙
草
」
を
お
柳
が
投
げ
捨
て
、
彼
が
そ
の
「
巻
煙
草
」
の
火
の

光
と
「
煙
管
」
の
光
と
を
見
紛
う
場
面
が
あ
る
。

0

男
は
其
頸
を
抱
か
う
と
し
た
が
、
フ
ト
目
を
反
ら
す
水
の
面
、

一
点
の
火
は
未
だ
消
え
な
い
で
残
っ
て
居
た
の
で
。
驚
い
て
、
じ

っ
と
見
れ
ば
、
お
柳
が
投
げ
た
巻
煙
草
の
其
で
は
な
く
、
瞑
か
、

霧
か
、
朦
朧
と
し
た
、
灰
色
の
溜
池
に
、
色
も
稽
濃
く
筏
が
見
え

て
、
天
窓
の
円
い
小
な
形
が
一
個
乗
っ
て
鱒
む
で
居
た
が
、

11

を
御
へ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
、
火
の
光
が
、
ぽ
ツ
ち
り
。
二
尺

角
拾
遺
』
）

「
巻
煙
草
」
が

果
た
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
芥
川
は
『
奇
怪
な
再
会
』
に
お
い

て
も
、
「
再
会
」
が
お
蓮
の
誤
認
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
幻
想
的
な

「
再
会
」
が
実
現
し
て
い
る
も
の
と
印
象
づ
け
よ
う
と
「
巻
煙
草
」
と

「
煙
管
」
を
使
い
分
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
再
会
」
の
場
面
に
は
、
さ
ら
に
両
作
品
の
共
通
性
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。

0

そ
れ
で
も
二
時
を
聞
い
て
し
ま
ふ
と
、
漸
く
眠
気
が
き
ざ
し
て

来
た
°
|
l
お
蓮
は
何
時
か
大
勢
の
旅
客
と
、
薄
暗
い
船
室
に
乗

り
合
っ
て
ゐ
る
。
円
い
窓
か
ら
外
を
見
る
と
、
黒
い
波
の
重
な
っ

た
向
う
に
、
月
だ
か
太
陽
だ
か
判
然
し
な
い
、
妙
に
赤
光
の
す
る

球
が
あ
っ
た
。
乗
合
ひ
の
連
中
は
ど
う
し
た
訳
か
、
皆
影
の
中
に

坐
つ
た
儘
、
一
人
も
口
を
開
く
も
の
が
な
い
。
お
蓮
は
だ
ん
だ
ん

こ
の
沈
黙
が
、
恐
し
い
や
う
な
気
が
し
出
し
た
。
そ
の
内
に
誰
か

が
彼
女
の
後
へ
、
歩
み
寄
っ
た
ら
し
い
け
は
ひ
が
す
る
。
彼
女
は

思
は
ず
振
り
向
い
た
。
す
る
と
後
に
は
別
れ
た
男
が
、
悲
し
さ
う

な
微
笑
を
浮
べ
な
が
ら
、
ぢ
つ
と
彼
女
を
見
下
し
て
ゐ
る
。
…
…

…
…
…
（
二
）

0

座
敷
の
暗
い
の
を
思
ひ
出
し
た
お
蓮
は
、
不
思
議
さ
う
に
あ
た

り
を
見
廻
し
た
。
す
る
と
何
時
か
天
井
か
ら
は
、
火
を
と
も
し
た

瑠
璃
燈
が
一
っ
、
彼
女
の
真
上
に
吊
下
つ
て
ゐ
た
。

「
ま
あ
、
綺
麗
だ
事
。
ま
る
で
昔
に
返
っ
た
や
う
だ
ね
え
。
」

彼
女
は
少
時
は
う
つ
と
り
と
、
燦
び
や
か
な
燈
火
を
眺
め
て
ゐ

た
。
が
、
や
が
て
そ
の
光
に
、
彼
女
自
身
の
姿
を
見
る
と
、
悲
し
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さ
う
に
二
三
度
頭
を
振
つ
た
。
（
十
七
）

船
室
に
金
の
幻
を
見
る
と
き
、
座
敷
で
金
の
姿
を
見
る
と
き
、
と
も

に
お
蓮
は
、
「
光
」
の
下
に
居
る
と
い
う
描
か
れ
方
を
し
て
い
る
。
そ

し
て
ま
た
、
『
三
尺
角
拾
遺
』
に
お
い
て
も
、
「
再
会
」
の
と
き
「
あ
か

り
」
が
さ
す
の
で
あ
る
。

0

爾
時
何
事
と
も
知
れ
ず
仄
か
に
あ
か
り
が
さ
し
、
池
を
隔
て
た
、

堤
防
の
上
の
、
松
と
松
と
の
間
に
、
す
つ
と
立
っ
た
の
が
婦
人
の

形
、
卜
思
ふ
と
細
長
い
手
を
出
し
、
此
方
の
岸
を
気
だ
る
げ
に
指

招
く
。
（
『
三
尺
角
拾
遺
』
）

こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
芥
川
の
『
奇
怪
な
再
会
』
は
、
『
三
尺

角
拾
遺
』
の
趣
向
を
多
く
摂
取
し
て
「
再
会
」
の
場
面
を
描
き
出
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
三
尺
角
拾
遺
』
の
「
再
会
」
は
強
く
思
い
続

け
た
夢
の
現
実
化
で
あ
り
、
『
三
尺
角
』
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
福
音
」

の
具
現
化
で
あ
る
。
芥
川
は
『
奇
怪
な
再
会
』
に
お
い
て
、
そ
う
し
た

「
再
会
」
の
趣
向
を
利
用
し
て
い
る
。

三
．
幻
想
の
扱
い
方
に
あ
ら
わ
れ
る
差
異

|
—
芥
川
『
魚
河
岸
』
と
併
せ
て

こ
こ
ま
で
、
『
奇
怪
な
再
会
』
と
『
三
尺
角
』
尺
角
拾
遺
』
の
類

似
性
を
追
っ
て
き
た
が
、
で
は
『
奇
怪
な
再
会
』
の
独
自
性
は
ど
の
よ

う
な
点
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
両
作
品
に
描
か
れ
た
の
が

同
じ
よ
う
に
幻
想
的
な
「
再
会
」
で
あ
り
な
が
ら
、
実
は
そ
の
幻
想
の

扱
い
に
こ
そ
大
き
な
差
異
が
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
『
奇
怪
な
再
会
』
に
登
場
す
る

の
友
人
の
医
師
「
K
」
の
存
在
で
あ
ろ
う
。

0

「
そ
れ
か
ら
一
日
か
二
日
す
る
と
、
お
蓮
|
ー
本
名
は
孟
惹
蓮
は
、

も
う
こ
の

K
脳
病
院
の
患
者
の
一
人
に
な
っ
て
ゐ
た
ん
だ
。
何
で

も
日
清
戦
争
中
は
、
威
海
衛
の
或
妓
館
と
か
に
、
客
を
取
っ
て
ゐ

た
女
だ
さ
う
だ
が
、
ー
何
、
ど
ん
な
女
だ
っ
た
？
待
ち
給
へ
。

此
処
に
写
真
が
あ
る
か
ら
。
」

K
が
見
せ
た
古
写
真
に
は
、
寂
し
い
支
那
服
の
女
が
一
人
、
白

犬
と
一
し
ょ
に
映
つ
て
ゐ
た
。
(
+
七
）

「K
」
は
「
脳
病
院
の
患
者
」
の
言
っ
た
こ
と
と
し
て
、
お
蓮
の
「
再

会
」
の
出
来
事
を
処
理
し
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
扱
い
こ
そ
が
、
『
奇

怪
な
再
会
』
と
『
三
尺
角
』
の
決
定
的
な
相
違
な
の
で
あ
る
。
『
三
尺

角
』
で
は
「
小
屋
の
材
木
に
葉
が
茂
つ
た
」
と
「
狂
気
の
如
く
大
声
」

を
あ
げ
る
の
は
、
与
吉
で
あ
り
、
お
柳
自
身
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
で

『
奇
怪
な
再
会
』
で
は
、
そ
れ
は
「
脳
病
院
の
患
者
」
で
あ
る
お
蓮
一

人
の
体
験
と
し
て
処
理
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。

『
三
尺
角
』
で
は
、
お
柳
の
周
囲
の
者
た
ち
も
奇
跡
の
到
来
を
待
ち

望
み
、
そ
の
実
現
を
肯
定
し
て
い
く
。
だ
か
ら
こ
そ
『
三
尺
角
拾
遺
』

の
「
再
会
」
が
「
福
音
」
の
具
現
化
と
な
り
得
る
。
し
か
し
、
『
奇
怪

な
再
会
』
に
お
い
て
は
、
お
蓮
以
外
の
誰
も
奇
跡
を
期
待
し
て
は
い
な

い
。
む
し
ろ
「
K
」
に
よ
っ
て
奇
跡
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
「
再

会
」
は
同
じ
よ
う
な
「
福
音
」
と
し
て
機
能
し
な
い
の
で
あ
る
。

「私」
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「
K
」
は
話
し
な
が
ら
、
白
犬
と
一
緒
に
映
る
お
蓮
の
写
真
を
見
せ

て
い
る
。
こ
の
白
犬
が
、
金
と
の
「
再
会
」
ま
で
の
過
程
で
お
蓮
に
と

っ
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
、
そ
し
て
「
k
」
が
白
犬
に
何

を
看
取
し
た
か
、
そ
の
こ
と
が
「
K
」
と
い
う
存
在
を
端
的
に
表
し
て

い
る
だ
ろ
う
。

先
述
し
た
よ
う
な
、
お
蓮
が
船
室
に
見
る
「
赤
光
の
す
る
球
」
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
お
蓮
の
飼
う
白
犬
の
「
諸
」
い
鼻
に
引
き
継
が
れ
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

0

「
こ
の
犬
は
鼻
が
黒
い
で
せ
う
。
あ
の
犬
は
鼻
が
諸
う
ご
ざ
ん

し
た
よ
。
」

お
蓮
は
牧
野
の
酌
を
し
な
が
ら
、
前
に
飼
つ
て
ゐ
た
犬
の
鼻
が
、

は
つ
き
り
と
眼
の
前
に
見
え
る
や
う
な
気
が
し
た
。
そ
れ
は
始
終

涎
に
濡
れ
た
、
丁
度
子
持
ち
の
乳
房
の
や
う
に
、
鳶
色
の
斑
が
あ

る
鼻
づ
ら
だ
っ
た
。
（
六
）

お
蓮
が
現
在
飼
う
の
は
、
鼻
の
「
諸
」
か
っ
た
白
犬
に
「
よ
く
似
て

ゐ
る
（
六
）
」
白
犬
で
あ
る
。
し
か
し
お
蓮
に
と
っ
て
は
、
こ
の
白
犬

は
、
金
の
思
い
出
と
重
ね
ら
れ
る
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
夢
と
現
実
の
境

界
を
失
わ
せ
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
く
。

0

牧
野
は
深
夜
ラ
ン
プ
の
光
に
、
妙
な
苦
笑
を
浮
べ
な
が
ら
、
た
う

と
う
お
蓮
へ
声
を
か
け
た
。

「
お
い
、
其
処
を
開
け
て
や
れ
よ
。
」

が
、
彼
女
が
襖
を
開
け
る
と
、
犬
は
存
外
ゆ
つ
く
り
と
、
二
人

の
枕
も
と
へ
は
ひ
つ
て
来
た
。
さ
う
し
て
白
い
影
の
や
う
に
、
其

処
へ
腹
を
落
着
け
た
な
り
、
ぢ
つ
と
彼
等
を
眺
め
出
し
た
。

お
蓮
は
何
だ
か
そ
の
眼
つ
き
が
、
人
の
や
う
な
気
が
し
て
な
ら

な
か
っ
た
。
（
六
）

0

又
或
時
は
長
火
鉢
の
前
に
、
お
蓮
が
独
り
坐
つ
て
ゐ
る
と
、
遠

い
外
の
往
来
に
、
彼
女
の
名
を
呼
ぶ
声
が
聞
え
た
。
そ
れ
は
門
の

竹
の
葉
が
、
ざ
は
め
く
音
に
交
り
な
が
ら
、
た
っ
た
一
度
聞
え
た

の
だ
っ
た
。
が
、
そ
の
声
は
東
京
へ
来
て
も
、
始
終
心
に
か
か
つ

て
ゐ
た
男
の
声
に
違
ひ
な
か
っ
た
。
お
蓮
は
息
を
ひ
そ
め
る
や
う

に
、
ぢ
つ
と
注
意
深
い
耳
を
澄
ま
せ
た
。
そ
の
時
又
往
来
に
、
針

度
は
前
よ
り
も
近
々
と
、
な
っ
か
し
い
男
の
声
が
聞
え
た
。
と
思

ふ
と
何
時
の
間
に
か
、
そ
れ
は
風
に
吹
き
散
ら
さ
れ
る
犬
の
声
に

変
つ
て
ゐ
た
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
(
+
一
）

こ
の
白
犬
が
過
去
を
思
い
出
さ
せ
る
の
は
、
お
蓮
に
と
っ
て
も
牧
野

に
と
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
お
蓮
は
そ
の
犬
の
「
眼
つ

き
」
や
「
声
」
に
、
金
の
存
在
を
感
じ
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
こ
の
白
犬
が
死
ぬ
と
い
う
事
件
が
起
こ
る
。
そ
の
白
犬

の
死
骸
を
眺
め
る
お
蓮
は
、
犬
の
鼻
の
色
の
変
化
に
気
付
く
。

0

お
蓮
は
其
処
へ
坐
つ
た
な
り
、
茫
然
と
犬
の
屍
骸
を
眺
め
た
。

そ
れ
か
ら
棚
い
眼
を
挙
げ
て
、
寒
い
鏡
の
面
を
眺
め
た
。
鏡
に
は

畳
に
什
れ
た
犬
が
、
彼
女
と
一
し
よ
に
映
つ
て
ゐ
た
。
そ
の
犬
の

影
を
ぢ
つ
と
見
る
と
、
お
蓮
は
目
ま
ひ
で
も
起
つ
た
や
う
に
、
突

然
両
手
に
顔
を
掩
つ
た
。
さ
う
し
て
か
す
か
な
叫
び
声
を
洩
ら
し

た。
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鏡
の
中
の
犬
の
屍
骸
は
、
何
時
か
黒
か
る
べ
き
鼻
の
先
が
、
諸

い
色
に
変
つ
て
ゐ
た
の
だ
っ
た
。
(
+
)

金
と
別
れ
る
前
に
飼
っ
て
い
た
白
犬
と
、
現
在
お
蓮
の
元
に
い
る
白

犬
の
違
い
は
、
鼻
の
色
が
「
赫
」
で
は
な
く
「
黒
」
と
い
う
点
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
、
お
蓮
が
白
犬
に
金
を
感
じ
と
り
、
そ
の
先
に
犬
の
鼻
が

過
去
の
思
い
出
と
同
じ
よ
う
に
「
賭
」
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
白
犬
の
「
諸
」
い
鼻
は
、
船
室
の
「
赤
光
の
す
る
球
」
か
ら
連

続
し
て
、
思
い
出
が
現
出
す
る
「
再
会
」
の
奇
跡
の
兆
し
と
も
見
え
る
。

一
方
で
、
「
K
」
は
「
僕
は
犬
が
死
ん
だ
の
さ
へ
、
病
気
か
ど
う
か

と
疑
つ
て
ゐ
る
(
+
七
）
」
と
言
う
。
婆
さ
ん
に
よ
れ
ば
白
犬
の
死
は

「
食
中
り
か
何
か
(
+
)
」
が
原
因
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

白
犬
の
死
を
聞
い
た
牧
野
が
「
厄
介
払
ひ
を
し
た
と
云
ふ
や
う
に
、
に

や
に
や
笑
っ
て
(
+
)
」
い
た
と
も
言
う
の
で
あ
る
。
「
K
」
の
言
葉
に

よ
っ
て
、
こ
の
婆
さ
ん
の
説
明
が
暗
示
し
た
、
牧
野
の
犯
行
は
明
ら
か

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
K
」
は
白
犬
の
毒
殺
を
金
の
死
に

重
ね
る
。
つ
ま
り
田
宮
が
言
う
「
暗
打
ち
（
十
四
）
」
が
暗
示
し
て
い

た
、
牧
野
の
手
に
よ
る
金
の
殺
害
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
K
」
は
、

こ
う
し
て
お
蓮
に
と
っ
て
過
酷
な
事
実
を
露
わ
に
し
て
い
く
。

『
奇
怪
な
再
会
』
は
、
「
こ
の
小
説
内
に
描
か
れ
る
怪
奇
な
文
脈
は
、

す
べ
て
合
理
的
即
物
的
に
解
釈
可
能
」
(
5
)

、
あ
る
い
は
「
幻
想
の
中
で

「
東
京
が
森
に
な
る
」
こ
と
で
、
ま
た
は
彼
女
の
内
部
で
「
金
さ
ん
」

と
犬
が
完
全
に
一
体
化
す
る
こ
と
で
、
彼
女
の
狂
気
は
完
成
す
る
」
(
6
)

な
ど
と
分
析
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
解
釈
は
、
白
犬
の
事
件
が
そ
う
で
あ

「

K
」

の
存
在
と
言
葉
に
導
か
れ
て
可
能
に
な
る
の
で
あ

る
よ
う
に
、

る。
芥
川
は
、
『
魚
河
岸
』
（
大
正
十
一
年
八
月
）
の
中
で
も
作
中
人
物
に

「
鏡
花
の
小
説
」
に
つ
い
て
言
及
さ
せ
て
い
る
。

0

す
る
と
そ
の
最
中
に
、
中
折
帽
を
か
ぶ
つ
た
客
が
一
人
、
ぬ
つ

と
暖
簾
を
く
ぐ
つ
て
来
た
。
客
は
外
套
の
毛
皮
の
襟
に
肥
つ
た
頬

を
埋
め
な
が
ら
、
見
る
と
云
ふ
よ
り
は
眠
む
や
う
に
、
狭
い
店
の

中
へ
眼
を
や
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
言
の
挨
拶
も
せ
ず
、
如
丹
と
若

い
衆
と
の
間
の
席
へ
、
大
き
い
体
を
割
り
こ
ま
せ
た
。
保
吉
は
ラ

イ
ス
カ
レ
エ
を
掬
ひ
な
が
ら
、
嫌
な
奴
だ
な
と
思
っ
て
ゐ
た
。
コ
｀

れ
が
泉
鏡
花
の
小
説
だ
と
、
任
侠
欣
ぶ
べ
き
芸
者
か
何
か
に
、
退

治
ら
れ
る
奴
だ
が
と
思
っ
て
ゐ
た
。
し
か
し
又
現
代
の
日
本
橋
は
、

到
底
鏡
花
の
小
説
の
や
う
に
、
動
き
っ
こ
は
な
い
と
も
思
っ
て
ゐ

叫
（
『
魚
河
岸
』
）

〇
鏡
花
の
小
説
は
死
ん
で
は
ゐ
な
い
。
少
く
と
も
東
京
の
魚
河
岸

に
は
、
未
に
あ
の
通
り
の
事
件
も
起
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
洋
食
屋
の
外
へ
出
た
と
き
、
保
吉
の
心
は
沈
ん
で
ゐ
た
。

（同）

こ
こ
に
は
、
「
鏡
花
の
小
説
」
に
懐
古
的
な
憧
れ
を
抱
く
が
、
同
時

に
現
代
と
「
鏡
花
の
小
説
」
の
間
に
距
離
も
感
じ
て
し
ま
う
人
物
が
描

か
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
、
『
奇
怪
な
再
会
』
に
お
い
て
鏡
花
『
三
尺
角
』
『
三
尺
角
拾

遺
』
を
摂
取
し
な
が
ら
、
「
再
会
」
を
奇
跡
と
し
て
で
は
な
く
お
蓮
の
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狂
気
の
結
果
で
あ
る
と
解
釈
を
促
す
人
物
も
配
し
た
芥
川
の
心
境
、
と

捉
え
る
の
は
短
絡
的
す
ぎ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
二
つ
の
作
品
に
あ
っ

た
差
異
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
そ
う
で
あ
る
。
鏡
花
の
『
三
尺
角
』
『
三

尺
角
拾
遺
』
が
、
思
い
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
夢
が
現
実
に
な
る
奇
跡

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
芥
川
の
『
奇
怪
な
再
会
』
は
、
思
い
続
け
て
も

夢
は
心
の
内
に
し
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
懐
古
調
の
共
通
、
お
よ
び
そ
の
差
異

|
『
大
東
京
繁
盛
記
』
に
お
け
る
芥
川
と
鏡
花

次
に
挙
げ
た
の
は
、
『
奇
怪
な
再
会
』
の
冒
頭
で
あ
る
。

0

お
蓮
が
本
所
の
横
網
に
囲
は
れ
た
の
は
、
明
治
二
十
八
年
の
初

冬
だ
っ
た
。

妾
宅
は
御
蔵
橋
の
川
に
臨
ん
だ
、
極
手
狭
な
平
家
だ
っ
た
。
唯

庭
先
か
ら
川
向
う
を
見
る
と
、
今
は
両
国
停
車
場
に
な
っ
て
ゐ
る

御
竹
倉
一
帯
の
藪
や
林
が
、
時
雨
勝
な
空
を
遮
つ
て
ゐ
た
か
ら
、

比
較
的
町
中
ら
し
く
な
い
、
閑
静
な
眺
め
に
は
乏
し
く
な
か
っ
た
。

(

-

）

 

お
蓮
が
囲
わ
れ
た
と
い
う
「
本
所
」
に
つ
い
て
、
芥
川
は
後
に
『
大

東
京
繁
盛
記
』
（
「
東
京
日
日
新
聞
」
／
昭
和
二
年
三
月
十
五
日

S
十
月

三
十
日
）
中
の
『
本
所
両
国
』
（
五
月
六
日

S
二
十
二
日
）
に
以
下
の

よ
う
に
記
す
こ
と
に
な
る
。
「
総
武
鉄
道
」
の
「
両
国
停
車
場
」
が
つ

く
ら
れ
「
工
業
地
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
所
に
も
、
か
つ
て
は
「
七

不
思
議
」
を
感
じ
る
「
お
竹
倉
」
が
あ
っ
た
。

〇
僕
は
生
れ
て
か
ら
二
十
歳
頃
ま
で
ず
つ
と
本
所
に
住
ん
で
ゐ
た

者
で
あ
る
。
明
治
二
三
十
年
代
の
本
所
は
今
日
の
や
う
な
工
業
地

で
は
な
い
。
江
戸
二
百
年
の
文
明
に
疲
れ
た
生
活
上
の
落
伍
者
が

比
較
的
多
勢
住
ん
で
ゐ
た
町
で
あ
る
。
従
っ
て
何
処
を
歩
い
て
見

て
も
、
日
本
橋
や
京
橋
の
や
う
に
大
商
店
の
並
ん
だ
往
来
な
ど
は

な
か
っ
た
。
（
「
大
溝
」
）

0

総
武
鉄
道
の
工
事
の
は
じ
ま
っ
た
の
は
ま
だ
僕
の
小
学
時
代
だ

っ
た
で
あ
ら
う
。
そ
の
以
前
の
「
お
竹
倉
」
は
夜
は
「
本
所
の
七

不
思
議
」
を
思
ひ
出
さ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
程
も
の
さ
び
し
か
つ

た
の
に
違
ひ
な
い
。
夜
は
？
ー
ぃ
や
、
昼
間
さ
へ
僕
は
「
お
竹

倉
」
の
中
を
歩
き
な
が
ら
、
「
お
い
て
け
堀
」
や
「
片
葉
の
薦
」

は
ど
こ
か
こ
の
あ
た
り
に
あ
る
も
の
と
信
じ
な
い
訳
に
は
行
か
な

か
っ
た
。
現
に
夜
学
に
通
う
途
中
「
お
竹
倉
」
の
向
う
に
ば
か
ば

や
し
を
聞
き
、
て
つ
き
り
あ
れ
は
「
狸
ば
や
し
」
に
違
ひ
な
い
と

思
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
ゐ
る
。
（
「
お
竹
倉
」
）

『
奇
怪
な
再
会
』
は
、
そ
の
よ
う
な
明
治
二
十
年
代
の
「
本
所
」
を

回
顧
し
な
が
ら
語
り
始
め
ら
れ
る
。
妾
宅
か
ら
見
え
る
「
御
竹
倉
一
帯

の
藪
や
林
」
は
、
辻
占
の
予
言
を
経
て
、
そ
の
光
景
の
実
現
へ
の
予
兆

と
な
る
。
こ
の
冒
頭
部
分
は
「
七
不
思
議
」
の
起
こ
る
場
所
、
失
わ
れ

ゆ
く
江
戸
の
風
景
へ
の
遡
行
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
鏡
花
『
三
尺
角
』
も
ま
た
、
近
代
と
と
も
に
切
り
捨
て
ら

れ
て
ゆ
く
も
の
に
焦
点
を
あ
て
る
。
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0

け
れ
ど
も
、
滅
び
る
と
い
つ
て
、
敢
て
此
の
部
落
が
無
く
な
る

と
い
ふ
意
味
で
は
な
い
、
衰
へ
る
と
い
ふ
意
味
で
は
な
い
、
人
と

家
と
は
栄
え
る
の
で
、
進
歩
す
る
の
で
、
繁
昌
す
る
の
で
、
や
が

て
其
電
柱
は
真
直
に
な
り
、
鋼
線
は
張
を
持
ち
、
橋
が
ペ
ン
キ
塗

に
な
っ
て
、
黒
塀
が
煉
瓦
に
換
る
と
、
蛙
、
船
晶
、
そ
ん
な
も
の

は
、
不
残
石
灰
で
殺
さ
れ
よ
う
。
即
ち
人
と
家
と
は
、
栄
え
る
の

で
、
思
る
景
色
の
悌
が
な
く
な
ら
う
と
す
る
、
其
の
末
路
を
示
し

て
、
滅
亡
の
兆
を
表
は
す
の
で
、
詮
ず
る
に
、
蛇
は
進
ん
で
衣
を

脱
ぎ
、
蝉
は
栄
え
て
殻
を
棄
て
る
、
人
と
家
と
が
、
皆
他
の
光
栄

あ
り
、
便
利
あ
り
、
利
益
あ
る
方
面
に
向
つ
て
脱
出
し
た
跡
に
は
、

此
地
の
か
A

る
悌
が
、
空
蝉
に
な
り
脱
殻
に
な
っ
て
了
ふ
の
で
あ

る
。
（
『
三
尺
角
』
、
三
）

参
考
ま
で
に
挙
げ
れ
ば
、
芥
川
が
『
本
所
両
国
』
を
記
し
た
『
大
東

京
繁
盛
記
』
に
は
、
鏡
花
も
『
深
川
浅
景
』
（
七
月
十
七
日

S
八
月
七

日
）
を
記
し
て
い
る
。

0

大
川
の
方
へ
そ
の
出
つ
端
に
、
お
湯
屋
の
煙
突
が
見
え
ま
せ
う
。

何
う
い
た
し
て
、
あ
れ
が
、
霧
も
や
の
深
い
夜
は
、
人
を
お
び
え

さ
せ
た
セ
メ
ン
ト
会
社
の
大
煙
突
だ
か
ら
驚
き
ま
す
な
。
中
州
と
、

箱
崎
を
向
う
に
見
て
、
隅
田
川
も
漫
々
測
涸
た
る
処
だ
か
ら
、
あ

な
た
驚
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
（
『
深
川
浅
景
』
）

0

そ
れ
に
し
て
も
、
荒
れ
て
ゐ
る
。
野
に
さ
ら
し
た
も
の
の
如
く
、

杭
が
穴
、
桁
が
骨
に
成
っ
た
橋
が
多
い
。
わ
づ
か
に
左
右
を
残
し

て
、
真
中
の
渡
り
の
深
く
崩
れ
込
ん
だ
の
も
あ
る
。
通
る
の
に
危

芥
川
は
『
奇
怪
な
再
会
』
の
創
作
過
程
で
、
や
は
り
鏡
花
『
三
尺
角
』

『
三
尺
角
拾
遺
』
の
摂
取
を
試
み
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
そ
の

摂
取
の
中
心
は
、
東
京
が
森
に
な
る
予
言
と
い
う
点
よ
り
も
、
む
し
ろ

「
再
会
」
の
構
図
と
奇
跡
の
描
き
方
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ

ろ
が
、
芥
川
は
『
奇
怪
な
再
会
』
を
、
「
私
」
が
脳
病
院
の
医
師
で
あ

る
友
人
「
k
」
か
ら
聞
い
た
話
と
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
「
再
会
」

は
お
蓮
の
狂
気
と
関
わ
る
も
の
と
な
り
、
『
奇
怪
な
再
会
』
は
全
体
と

し
て
は
『
三
尺
角
』
『
三
尺
角
拾
遺
』
と
は
異
質
な
独
自
性
を
持
っ
て

お
わ
り
に

な
っ
か
し
い
か
ら
、
ま
た
踏
み
迷
つ
た
体
に
な
っ
て
、

亀
の
如
く
に
穴
を
伝
ひ
、
或
処
で
は
、

「
手
を
曳
い
て
た
べ
…
…
幽
霊
ど
の
。
」

「
あ
ら
、
怨
め
し
や
。
」

ど
ろ
／
＼
ど
ろ
と
、
二
人
で
渡
っ
た
。
（
同
）

そ
の
中
で
鏡
花
が
描
き
出
し
た
風
景
の
中
に
は
「
セ
メ
ン
ト
会
社
の

大
煙
突
」
の
そ
び
え
立
つ
姿
が
あ
る
。
近
代
化
さ
れ
ゆ
く
東
京
と
、
そ

れ
以
前
の
風
景
に
対
す
る
懐
古
を
基
調
と
す
る
点
で
両
者
は
共
通
し
て

い
る
。
一
方
で
、
鏡
花
が
近
代
の
風
景
の
中
に
も
容
易
に
「
幽
霊
」
と

い
う
不
思
議
を
語
り
遊
ぶ
こ
と
に
較
べ
れ
ば
、
芥
川
の
不
思
議
な
風
景

は
既
に
過
去
の
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
度
見
出
す
の
が
容
易
で
は
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
差
異
も
読
み
取
れ
る
。

一
処
は
泥
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い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
『
魚
河
岸
』
の
作
中
人
物
や
『
大
東
京
繁
盛
記
』
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
芥
川
の
、
〈
鏡
花
〉
と
の
間
に
あ
る
ズ
レ
が
関
係
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
「
鏡
花
の
小
説
」
は
憧
れ
の
対
象
で
は
あ
っ
て
も
、

ど
こ
か
前
時
代
的
で
あ
り
、
現
在
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
を
感
じ
て
し

ま
う
。
そ
し
て
、
鏡
花
の
よ
う
に
近
代
の
風
景
の
中
に
不
思
議
を
想
起

し
て
楽
し
む
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
『
奇
怪
な
再
会
』
は
、
そ
の
よ

う
な
芥
川
の
〈
鏡
花
〉
へ
の
微
妙
な
距
離
感
を
示
す
作
品
で
あ
っ
た
と

も
言
え
る
の
だ
ろ
う
。

注

(
1
)
吉
田
精
一
「
芥
川
龍
之
介
I
」
(
『
吉
田
精
一
著
作
集
』
第
一
巻
／
桜

楓
社
／
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
）
。

(
2
)
村
松
貞
孝
「
与
吉
が
、
瀕
死
の
お
柳
の
も
と
に
恋
す
る
男
か
ら
と
ど

い
た
手
紙
に
「
材
木
に
枝
葉
が
さ
か
え
た
ら
夫
婦
に
な
る
」
と
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
「
大
変
だ
、
小
屋
の
材
木
に
葉
が
茂
っ
た
」
と
叫
ん
で
、
福
音

を
伝
え
る
。
吉
田
精
一
氏
は
、
こ
の
一
条
に
触
れ
て
、
「
芥
川
の
『
奇
怪
な

再
会
』
（
大
正
一

0
)
は
、
鵬
外
の
『
鼠
坂
』
と
鏡
花
の
『
三
尺
角
』
か
ら

の
暗
示
が
認
め
ら
れ
る
と
断
言
し
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
」
（
昭
和
一
七
『
芥

川
龍
之
介
』
三
省
堂
刊
）
と
述
べ
て
い
る
。
」
（
「
鏡
花
小
説
・
戯
曲
改
題
」

／
『
泉
鏡
花
辞
典
』
／
有
精
堂
／
昭
和
五
十
七
年
三
月
）
や
、
吉
田
昌
志

「
の
ち
大
正
期
に
な
っ
て
、
谷
崎
潤
一
郎
が
『
慈
飾
砂
子
』
の
映
画
化
を

試
み
（
大
正
九
年
十
二
月
）
、
芥
川
龍
之
介
が
『
三
尺
角
』
の
影
響
下
に
『
奇

怪
な
再
会
』
（
同
十
年
一
月
ー
ー
ニ
月
）
を
書
く
な
ど
、
東
京
根
生
い
の
両

人
が
と
も
に
金
沢
の
人
鏡
花
の
描
い
た
深
川
に
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
の
も
、
ひ
と
え
に
一
連
の
「
深
川
も
の
」
が
良
く
そ
の
風
土
の
特
性
を

捉
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
」
（
「
解
説
『
琵
琶
伝
』
『
照
葉
狂
言
』
『
辰
巳

巷
談
』
」
／
『
泉
鏡
花
集
』
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
／
岩
波
書
店
／
平
成

十
四
年
三
月
）
な
ど
。

(
3
)

井
上
諭
一
「
「
奇
怪
な
再
会
」
論
|
ー
怪
奇
の
行
方
ー
」
（
「
弘
学
大

語
文
」
第
二
十
号
／
弘
前
学
院
大
学
国
語
国
文
学
会
学
会
／
平
成
六
年
十

二
月
）
。

(
4
)
岡
田
豊
「
芥
川
龍
之
介
『
奇
怪
な
再
会
』
へ
の
一
視
点
ー
〈
物
語
〉

を
物
語
る
「
私
」
の
物
語
と
し
て
ー
」
（
「
駒
沢
国
文
」
第
三
十
八
号
／
駒

沢
大
学
国
文
学
会
／
平
成
十
三
年
二
月
）
。

(
5
)
（

3
)
に
同
じ
。

(
6
)

一
柳
廣
孝
「
芥
川
龍
之
介
に
お
け
る
〈
夢
〉
．
覚
書
ー
ー
「
奇
怪
な
再

会
ま
で
」
ー
」
（
『
名
古
屋
経
済
大
学
開
学
一

0
周
年
記
念
論
集
』
／
平
成

二
年
三
月
）
。

【
付
記
】
引
用
は
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
（
岩
波
書
店
／
平
成
七
年
十
一
月

1
)
、

『
鏡
花
全
集
』
（
岩
波
書
店
／
昭
和
四
十
八
年
十
一
月

S
)
に
拠
っ
た
。
全

て
の
引
用
に
つ
い
て
、
漢
字
は
適
宜
通
行
の
字
体
に
改
め
、
ル
ビ
は
省
略

し
た
。
引
用
文
の
傍
線
は
全
て
論
者
の
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
に
し
お
も
と
の
ぶ
／
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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